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〈原水爆禁止世界大会広島〉〈原水爆禁止世界大会広島〉

「核抑止論」は断固として退けなければ！
世
界
・
地
域
か
ら
43
人
、23
団
体
が
参
加

福
岡
地
区
労
連
か
ら
３
人
参
加

集
会
冒
頭
、
野
口
主
催

者
代
表
か
ら
、
被
爆
者
健

康
手
帳
を
有
す
る
被
爆
者

の
平
均
年
齢
が
85
・
01
歳

と
初
め
て
85
歳
を
超
え
た

こ
と
と
、
初
め
て
1２
万
人

を
切
っ
た
こ
と
で
被
爆
の

語
り
部
の
育
成
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告

質
疑
応
答
で
ア
メ
リ
カ
の

参
加
者
か
ら
「
肉
体
的
な

苦
痛
を
も
っ
て
発
す
る
か

ら
貴
重
な
の
だ
。
こ
の
人

た
ち
が
日
本
被
団
協
を
作

っ
た
人
た
ち
だ
」
と
、
被

爆
者
が
自
ら
の
体
験
を
勇

気
を
も
っ
て
話
さ
れ
る
姿

に
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
核

兵
器
禁
止
、
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
」
で
は
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
、
韓
国
の
代
表
と

日
本
原
水
協
の
安
井
事
務

局
長
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
代
表
の
オ
レ

グ
・
ポ
ド
ロ
フ
氏
は
、
原

発
が
大
量
破
壊
兵
器
に
な

っ
て
い
る
危
険
性
と
、
１

０
０
万
人
近
く
の
若
い
ロ

シ
ア
市
民
が
徴
兵
を
恐
れ

て
国
を
出
て
行
っ
た
こ
と

や
、
ロ
シ
ア
国
民
が
真
実

を
知
ら
さ
れ
な
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
国

内
の
状
況
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

地
区
労
連
か
ら
参
加

さ
れ
た
惠
藤
副
議
長
か

ら
ロ
シ
ア
の
オ
レ
グ
代

表
に
「
ロ
シ
ア
か
ら
徴

兵
を
逃
れ
て
１
０
０
万

人
近
く
の
若
い
市
民
が

国
を
出
て
行
っ
て
い
る

こ
と
と
ロ
シ
ア
国
民
の

日
常
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
」
質
問
し
ま
し
た
。

オ
レ
グ
氏
は
「
１
０
０

万
人
近
く
の
若
い
世
代

が
国
を
出
て
し
ま
っ
て

い
る
の
は
将
来
的
に
大

き
な
影
響
が
出
る
。
残

っ
て
い
る
ロ
シ
ア
国
民

は
毎
日
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

が
流
さ
れ
て
い
る
テ
レ

１００
万
人
の
若
い
市
民
が
国
を�
�

出
た
ロ
シ
ア

人
類
史
上
初
め
て
原
爆
が
広
島
、
長
崎
に
落
と
さ
れ
て
一
瞬
の
う
ち
に
一
般
市

民
21
万
人
の
命
が
奪
わ
れ
て
か
ら
７８
年
目
の
夏
、
多
く
の
試
練
の
中
で
８
月
４
日

か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
た
広
島
大
会
の
国
際
会
議
に
、
43
人
23
団
体
が
参
加
し
、

「
核
抑
止
論
」
は
断
固
と
し
て
退
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
世
界
大
会
宣
言

を
採
択
し
ま
し
た
。
福
岡
地
区
労
連
か
ら
は
３
人
（
惠
藤
、
内
田
、
松
尾
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。
第
１
セ
ッ

シ
ョ
ン
「
テ
ー
マ
：
被
爆

者
の
声
を
世
界
に
」
は
、

冒
頭
児
玉
三
智
子
さ
ん
と

横
山
照
子
さ
ん
２
名
の
被

爆
者
は
、
お
二
人
と
も
80

歳
と
い
う
高
齢
を
押
し
て

参
加
さ
れ
悲
惨
な
被
ば
く

体
験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ビ
で
、
現
実
を
知
ら
さ
れ

な
い
。
経
済
的
に
も
政
治

的
に
も
環
境
問
題
も
あ
り

良
い
状
況
で
は
な
い
」
と

答
え
ら
れ
ま
し
た
。

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
核

兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正

な
世
界
―
市
民
社
会
と
連

帯
の
行
動
」
で
は
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
か
ら
参
加
さ
れ

た
ウ
ー
ラ
・
ク
ロ
ツ
ア
ー

さ
ん
は
自
ら
が
所
属
す
る

平
和
を
求
め
る
会
が
「
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
無
法
者

を
み
な
さ
れ
て
い
る
」
実

情
と
、
結
成
し
た
「
Ｎ
ｏ

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
会
」
が
今
で

は
世
界
４0
カ
国
に
広
が
っ

て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
ウ
ー
ラ
さ
ん
は

会
場
か
ら
の
質
問
に
「
誇

り
を
も
っ
て
い
た
女
性
の

首
相
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
入
る

と
言
い
出
し
、
友
人
だ
っ

た
外
務
大
臣
も
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
事
実
を
報
道

し
な
く
な
っ
た
」
と
困
惑

さ
れ
た
回
答
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た

日
本
国
内
の
労
働
組
合
の

平
和
へ
の
と
り
組
み
の
質

問
に
つ
い
て
、
全
労
連
の

布
施
国
際
部
長
は
、
当
時

の
戦
争
に
動
員
す
る
役
割

を
果
た
し
て
い
た
痛
苦
の

反
省
に
立
ち
、
日
本
の
労

働
組
合
は
平
和
運
動
に
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
る
と
し
、

「
二
度
と
教
え
子
を
戦
場

に
送
ら
な
い
」「
赤
紙
を

配
ら
な
い
」
な
ど
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
や
、
戦
争
加
担
に

直
面
し
て
い
る
港
湾
、
公

共
交
通
、
医
療
の
職
場
な

ど
で
は
、
全
国
の
職
場
地

域
で
戦
争
に
関
わ
ら
な
い

宣
言
や
声
を
上
げ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

福
岡
県
原
水
協
高
橋
事

務
次
長
は
「
被
爆
の
実
相

を
広
げ
る
た
め
に
広
島
市

立
基
町
高
校
美
術
部
の
原

爆
パ
ネ
ル
展
を
ふ
く
ふ
く

プ
ラ
ザ
で
開
催
し
た
。
九

州
産
業
大
学
で
も
被
爆
体

験
を
聞
い
て
絵
を
か
い
て

も
ら
う
な
ど
、
若
い
世
代

に
原
爆
の
悲
惨
さ
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
。」
と
発
言

し
ま
し
た
。

会
場
に
一
人
で
参
加
し

た
女
子
学
生
が
「
学
生
の

立
場
で
ど
の
よ
う
な
運
動

が
可
能
か
」
と
質
問
し
、

現
在
広
島
の
事
務
局
で
学

生
当
時
か
ら
活
動
さ
れ
て

い
る
若
い
女
性
の
方
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

平
和
運
動
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る�

�

日
本
の
労
働
組
合

グリーンアリーナで開催されたヒロシマデー集会グリーンアリーナで開催されたヒロシマデー集会

国際会議でロシアの代表オレグ・ポドロフ氏（左写真）へ質問をする恵藤副議長（右写真）国際会議でロシアの代表オレグ・ポドロフ氏（左写真）へ質問をする恵藤副議長（右写真）
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防
衛
局
は
、
古

賀
さ
ん
た
ち
が

土
地
を
売
る
こ

と
に
合
意
し
て

い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
強

引
に
建
設
工
事

を
進
め
て
い
ま

す
。
古
賀
さ
ん

た
ち
は
、
佐
賀

空
港
へ
の
新
駐

屯
地
建
設
中
止

を
求
め
て
国
と

夏
季
闘
争
方
針
を
確
立
し

ま
し
た
。

評
議
員
会
で
は
、
コ
ロ

ナ
は
終
息
せ
ず
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
も
収
ま
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
異
常
な
物
価

の
高
騰
が
生
活
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
、
先
の
見
通

し
が
立
た
な
い
情
勢
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
労
働
条
件
の
引
き
上
げ

福
岡
市
内
で
崖
崩
れ
　

ひ
と
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

�

福
岡
・
住
環
境
を
守
る
会
共
同
代
表
　
石
井
　
吉
弘

７
月
10
日
、
愛
宕
３
丁

目
で
崖
が
崩
れ
ま
し
た
。

愛
宕
山
周
辺
は
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
囲
ま
れ
、

ど
こ
で
崖
崩
れ
が
起
き
て

福
建
労
の
北
筑
後
支

部
、
中
筑
後
支
部
、
京
築

支
部
を
中
心
に
家
屋
や
倉

庫
、
車
、
仕
事
道
具
な
ど

多
く
の
被
害
が
で
て
い
ま

す
。（
７
月
２４
日
時
点
で

佐
賀
空
港
へ
の
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
は
、
オ
ス
プ

レ
イ
反
対
住
民
の
会
で
地

権
者
の
古
賀
初
次
さ
ん
が

ず
っ
と
反
対
を
訴
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
九
州

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。県

・
市
・
区
は
何
度
も

被
災
者
宅
を
訪
問
し
、
そ

の
後
の
対
策
を
相
談
し
て

全
壊
３
件
、
床
上
1３
件
、

床
下
15
件
、
倉
庫
等
1７
件

の
報
告
）

人
的
被
害
で
は
、
北
筑

後
支
部
か
ら
重
傷
者
も
。

同
じ
く
北
筑
後
支
部
の
家

７
月
３0
日
に
第
３３
回
評

議
員
会
を
開
催
し
、
経
過

報
告
と
次
期
大
会
ま
で
の

日
本
全
国
の
大
き
な
平
和

問
題
で
す
。
こ
の
裁
判
を

支
援
す
る
た
め
７
月
２９
日

に
「
私
た
ち
は
、
命
と
く

ら
し
を
守
る
ス
ト
ッ
プ
！

佐
賀
空
港
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
裁
判
へ
の
キ
ッ
ク
オ
フ

集
会
」
が
佐
賀
市
の
メ
ー

ト
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、

『
オ
ス
プ
レ
イ
裁
判
支
援

市
民
の
会
』
が
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
、

古
賀
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

闘
い
の
動
画
が
流
さ
れ
ま

し
た
。
集
会
は
佐
賀
市
を

は
じ
め
九
州
各
地
や
全
国

か
ら
約
４
０
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

〈異常気象〉
福岡各地の線状降水帯の傷跡

福
岡
県
筑
後
朝
倉
地
区

で
は
、
７
月
10
日
の
明
け

方
以
降
に
線
状
降
水
帯
が

発
生
し
記
録
的
な
豪
雨
と

な
り
、
自
交
総
連
・
甘
木

観
光
労
組
で
は
、
二
人
の

組
合
員
が
被
災
し
ま
し

た
。
被
害
は
、
床
下
浸
水

（
一
部
床
上
）・
断
水
・

車
両
浸
水
な
ど
で
、
自
宅

近
く
で
は
土
砂
崩
れ
も
起

こ
っ
て
お
り
、
人
的
被
害

も
出
て
い
ま
す
。
自
交
総

連
は
、
災
害
２
日
後
に
被

災
組
合
員
に
支
援
物
資
を

届
け
ま
し
た
。
現
地
で
は

通
行
止
め
や
立
入
禁
止
の

規
制
場
所
が
あ
り
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
交
通
が
難
航

し
て
い
ま
し
た
。
被
害
が

い
ま
す
。

現
場
に
ブ

ル
ー
シ
ー

ト
を
張
っ

た
の
は
被

害
２5
日
後

で
し
た
。

が
急
務
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景

に
し
た
闘
い
が
今
後
も
重

要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

夏
季
闘
争
方
針
で
は
、

平
和
や
最
低
賃
金
な
ど
の

闘
い
が
中
心
に
提
案
さ

れ
、
緊
急
提
案
で
は
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
反
対
集
会
に

参
加
し
、「
オ
ス
プ
レ
イ

裁
判
支
援
市
民
の
会
」
に

参
加
し
て
活
動
す
る
提
案

が
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て

の
議
案
が
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
　
内
田
）

今
回
は
住
民
や
友
人
そ
し

て
近
く
の
現
場
の
建
設
会

社
が
援
助
の
手
を
差
し
伸

べ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

文
化
的
な
国
で
は
、
人

が
生
き
て
い
く
居
住
空
間

の
保
障
を
国
の
責
任
に
し

て
い
ま
す
。
災
害
が
想
定

さ
れ
る
所
で
も
開
発
を
許

す
行
政
、
家
は
個
人
の
責

任
と
し
、
公
共
の
安
く
て

快
適
な
公
共
住
宅
は
作
ら

な
い
。
こ
の
様
な
住
宅
政

策
を
見
直
し
、
市
民
が
安

心
し
て
く
ら
せ
る
街
へ
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ひ
ど
か
っ
た
地
区
で
は
、

２
日
後
に
入
っ
て
川
で
も

無
い
と
こ
ろ
か
ら
水
が
あ

ふ
れ
出
て
、
道
路
が
川
の

よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
お

り
、
完
全
な
復
旧
に
は
時

間
が
か
か
る
見
通
し
で
す
。

新
駐
屯
地
建
設
中
止
を�
�

求
め
て
訴
訟

〈
佐
賀
空
港
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
問
題
〉

法
廷
で
争
う
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画

は
、
現
地
の
漁
業
者
や
地

権
者
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
佐
賀
市
民
を
は
じ
め

労
働
条
件
の
引
き
上
げ
急
務 

夏
季
闘
争
方
針
は
全
会
一
致
で
採
択

〈
福
岡
地
区
労
連
評
議
会
〉

土
砂
崩
れ
災
害
　
冠
水
お
さ
ま
ら
ず

�

自
交
総
連
福
岡
地
連
執
行
委
員
長
　
中
村
　
朗

福
建
労
大
牟
田
支
部
の
仲
間
も
被
災

�

福
建
労
大
牟
田
支
部
書
記
長
　
中
嶋
　
了

●�

第
３４
回
福
岡
県
労
連

　
定
期
大
会

　

�

８
月
２７
日
（
日
）

　

受
付
９
：
４5

　

開
会
10
：
３0
～
1７
：
00

　

第
３
博
多
偕
成
ビ
ル

　

オ
ン
ラ
イ
ン

●
街
角
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

　

�

９
月
２
日
（
土
）
1４
：

00
～
15
：
３0

　

警
固
公
園

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

族
、
福
建
労

大
牟
田
支
部

で
は
南
関
町

の
仲
間
が
、

広
川
町
の
現

場
か
ら
移
動

中
に
軽
ト
ラ

ッ
ク
ご
と
増

水
し
た
水
路

に
流
さ
れ
亡

く
な
っ
て
い

ま
す
。

動画は
こちらから

田主丸竹野地区で土砂崩れにより倒壊した建物田主丸竹野地区で土砂崩れにより倒壊した建物

広川で亡くなった仲間の車広川で亡くなった仲間の車

会場でオスプレイ配備反対を掲げる会場でオスプレイ配備反対を掲げる

福
岡
市
西
区
愛
宕
で
の
崖
崩
れ

福
岡
市
西
区
愛
宕
で
の
崖
崩
れ


